




























































































































































































































































































































・・・…1・ 13 1 18
　cweδanではQを導入する例が圧倒的に多いが，その使われ方はLSの場
合とは違って，導入部がQの途中に挿入される場合が非常に多く，半数以上
の36例もある。しかも挿入的用法は，その大半がラテン語を英語に翻訳した場
合に起っている。次の通りである。
He　cw鴉δ：Surget　gens　contra　gentem，et　reliqua．D記t　is　on　Englisc，
upP　r鴉sa6Peoda，加o〃αδ，7wiδerr鴉de　weorPa6hetelice　winna6ア
sacaδheom　betweonan　for6am　unrihte　pe　to　wide　wyr6mid
mamum　on　eor6an．（III－23）
LSにはこのようた例は一つLかない（XVIの序文）。挿入的に使われる場
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合，主語十cw肥6（謁11頁は主語が代名詞の場合，S　V。主語が名詞の場合，V　S）
で，他の要素は一切つかない。このタイプが後の‘quoth　he’の前身であ孔
　導入部がQの前にくる通常のパターンにおいて，Wでは実に21例がラテン
語文を従えている。secganその他の伝達動詞の場合でもQにラテン語文が来
ることが多い。これは別に伝達動詞の特殊な使われ方ではないが，Wの文体
上の特徴の一つと考えてよかろう。
　陣tSはcweδanで9例。secganでは13例である。幽
　wh　Sを取るのはsecgan1例である。
　Nacc＋Qはsecganにのみ6例あるが，これはすべて‘s0δis庫t　ic（eOw）
secge．．．’（≡true　is　what　I　say）であり，Wu1fstanの好みの言い回しで
ある。
　Naccはcweδanではse　cwydeを先行詞とする関係代名詞が2例ある。
secganでは7例あるが，それらは陶t（関係代名詞），hit，hw記t，swa　hw鴉t
SWaなどの代名詞である。
φは…δ・・では・／二鮎Wa）／一’タイプが大半で狐・・・…では
・剛・（一・斗・・・…i・・・・・…）一・が・例憶ぷ㌘a／一・が・例
ある。第XIのHomilyで‘GytIsaiasfurδors配deealswahitaeodeon
forsyngodre　Peode、’という文が実に9回繰り返されている。この他に‘hr鴉一
・…（i・）・・／鵯糠／・（一・・i・・1i…（i・）・・…一i・・・…）とい1定形
の句がcwe6anで2例，secganで3例ある。これもWulfstanの好みの句
のようである。
　例文を挙げておく。
Q：
陶t　S：
0ngan　Pa　singanア6us8θ昭α〃；λ〃6肋oθ〃，〃α〃必㈱
．．．　（XI＿105）
Ealswilce　he　c〃”庇ク励禦刎〃1〃θ肋〃励5〃θろθoκαδ
まo伽〃θ　（XVI　b÷23）
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wh　S：
Nacc：
Nacc＋Q：
Nacc＋P鴉t　S．
φ：
Da∫”6‘…he　heolnク”ま乃ゐ∫α；o16θ〃θ07δα〃”gゐ〃”6s勉〃
o〃〃伽肋6昭舳g閉勉∂肋8四舌o〃o功舳（II－31）
pa　s”6θhe　hisδegnum　fore　ea1乃〃乃〃gθ〃〃”δα勿50016θ
（VI－179）
アfo1c　ah　eac　mycc1e炉ea㎡e峰t　hi　w記re　beon　P配s
ωツゐsμ炉おrおfterμα〃ゐ刎is　（VI－17）
Gehyra6nu，．．．ゐ〃励God　sy1fa脇ゐswytellicre　segene
（XI－107）
And∫oδゐク”〃o㏄昭θ，刎〃〃1∫仰1ω〃1伽肋λ〃θ〃熾
刎θ刎θδア1αδ〃ω力〃”〃δω〃θs’o〃α〃2禦　（IX－144）
acα〃δαδク励to　wordeク励sθ〃δo〃9砂〃c2ω”伽5チ
7〃ま3α∫fs2施oδθ舳ω〃καδo∫チα∫脇α雛α〃アψ08彦げ
〃刎ω”吻〃∫〃吻δ伽g禦κ卿α物．　（IX＿138）
And　an勿惚ic　eow8θ昭θgyt　to　gewisse，ク励〃伽∂
8蜘1禦〃20励〃80鋤θ18召Cツδθ∂8召0〃θα〃θω07〃〃。。．
（II－57）
Leofan　men，Adam　wear6of　myclum　myrh6um，舳α
肋鮒c〃”6o〃，bescofen　to　he丘gum　geswincum．（XIV＿
47）
Ac　sy流an　p鴉t　gewear6晦t　Nembro6ア6a　entas
worhton　Pone　wundorlican　stype1肥fter　Noes　iode，ア
himδa　swa　fela　gereorda　ge1amp，μ∫μろθr∫θ㎎αδ，
swaδ鴉ra　wyrhtena　w鴉s。　（XII－10）
Her　syndon　mamslaganアm記gslaganアm肥sserbanan
アmynsterhatan；アher　syndon　m乏nsworanアmorPor－
wyrhtan；アher　syndan　myltestranアbeammyr6ran
．．．7，加昭ゐ8”∫舌06〃ψ2舳θ，manaアmisd配da　mgerim
ealra．　（XX（E1）一166）
WulfstanのHomiliesは一種独特の散文で書かれており，
工150
盟1fricの文体
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とはかなり違っている。しかもSoもis晦t　ic　eow　secge．やh鵬dest（is）to
／：蟷闘などの特有な定形があった1・ラテン語文の引用が多いとカ1挿
入句的導入部が多いなどの特色がある。しかしたがらCWeδan，S？Cganの構
文的特色については，ハ1fricの散文の中に見られるものとほとんど変りはな
いといってよかろう。但し，Wに関しては，両動詞の使用例がLSにくらべ
て非常に少ないので試論的にならざるをえない。
7．結　　　び
　以上述べてきたことから次のことがいえよう。
1．LS，Wを通じて，cweδanは引用文を導く，導入動詞として最も一般
的かつ非常に頻出度の高い伝達動詞である。また陣t節を取る用法もこの動
詞の主要な用法である。これに対してSeCganは陣t節，疑間詞によって導
かれる節，名詞を目的語とすることがその中心的な用法であり，引用文を導く
用法は主要な用法とはなっていない。
　2．secganがcwe6anに取って代わってゆく徴侯は見られるが，その傾向
が著しくなるのはもっとあとの時代である。
　3．CHと比較してLSの韻律的散文はcweδan，secganの用法に関して
は，別に影響を与えてはいない。
4．cwe6an，secganなどの伝達動詞の使い方に関して，届1fhcとWulf－
Stanの問にはかなりの文体的な相違がある。
注（1）本論文を準備Lている時にO馴ra　Michikoという方が中世英語学会で℃weaan
　　and　Secgan　in　Old　English　Prose’という題で研究発表をなさったということを
　　聞き，またその際に配布なさったレジュメを見る機会を得た。古英語期全体にわた
　　る包括的，網羅的な立派な研究であることが伺えるものである。その中には，肇者
　　がここで扱おうとしている，捌fricのLives　ofSaintsも，WulfstanのHomilies
　　も合まれている。筆老はOgura氏の出されたであろう結論をここで再びたどるこ
　　とに終ることをおそれつつも，また別な展望を切り開くことを希求して本論文を発
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　表する次第である。
（2）C・L・Wrem，λ∫肋φぴα∂E瑚功8ゐ1二伽〃舳，P．228参照。
（3）G・I・Needham，五加∫oグTゐ脇E犯助∫免Sα加お，P．21参照。
（4）　ibid・，p・22・
（5）J．A－Johnson，λτ畑〃功oπ刎α肋勉α1λ吻り8ゐoグ肋2∫ツ械伽oグ庖ヶγ比8〃砂ω
　○グSα｛物ま∫，pp．13～14．
（6〕Wu工fstanの散文の顔律的な特徴にっいてはA．McIntosh，’Wu1fstan’s　Prose’
　（1948）の研究カミある。またR．Fowler，‘Some　Sty1istic　Features　of　the　Sermo
　Lupi’（1966）においても論じられている。
（7）Wulfstanの文体的諸特徴については，D．Bethumm，丁肋肋刎肋50グ肋榊刎
　のStyIeの章（pp．87～98），および，D．White1ock（ed一），S召榊o工刎がα∂λ惚1o∫
　のIntroductionのW　WuHstan’s　writ三㎎sを参照。
（8）I．A．Gordon，τ加〃初伽刎まげE昭眺ゐ1〕刎5召，P－43．引用文中の（）内の
　語は筆老が付け加えたものである。
（g）D．White1㏄k，op．cit．，p．37．
⑩　8，9におけるNaccとQあるいはp配tSの文法的な関係は同格関係と考え
　る。
㈹　受動文の処理が問題になるが，受動文は能動文に近い深層構造から一連の変形規
　則が適用されて生成するものと考える（cf．J．A．Johnson，前掲書）。表層構造によ
　る分類という原貝凹からは逸脱するが，受動文の主語（牌t　S，Qの場合には外置さ
　れる）は，能動文の目的語に位置にあるものと対応するものとして扱う。またQが
　牌t　S，wh　S，Naccなどと同等の資格を有する目的語とLて扱うことについては
　閻題もあるが，少なくとも多くの共通点があることも事実である。
⑲　9の中には，pa　cw鴉δcecilia　and瞭de　him　eanu㎜Ne　bi∂se　for1oren＿
（・…昨…）1洲含めl／机二一の伝達動詞岬・）・／艮…・／
／1いは・…舳／暴1・／l－／－／一一で現われ1時1後1・がド…・／
　を取ると一応考えているためである。
鱒　例£us　cw肥6israhe1a　god戸舵t6e　ele　ne　ateoraδ．　（XVIII）
⑭　例and　on6am　seo｛o∂an　cyrre　s肥de　aam　witegan牌t　an　gehw配de　wolcn
　ofδおre　widgillan　s差efne　pa　uppe伽梅2mid　msc捉∂pigan　lyfte　（X▽III＿
　392），astigeは接統法現在。
鱒例牌rh6heaIices差tmidhishel－cnihtumandcw繍hewo－dewia－sacan
　hiscriste＿（III－373）
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⑯　今回はgecwe∂anをcwe∂anの中に含めて考えてゆく。gecwe∂anのLSでの
　総頻出度は9回。うち，Qユ，P記t　S4，Na㏄1，φ3また’caIIed’の意味の
　gecwedenをgecweδanの過去分詞と考えると，あと10例がgecweδanに付加さ
　れる。
（1カ　例文の引用個所を示すアラビア数はCWeaan，SeCganの出てくる行を指す。また
　例文は長い場合は必要な部分だげを出す。
㈱　のちにsecganがto＋Ndatを取るようになったのは格の水平化→前置詞の使用
　という英語全般の推移の結果ばかりではなく，secganがQを導く用法に進出して
　ゆく過程でCWe6anのパターンに重なった結果とも考えられる。
（1g　Ne　cw囲δ卿na　goda－ac　gram－1icra　deona　（▽m＿59）
⑳　cweaan・secganは直接話法の導入動詞としては，あらゆる文タイプをQとLて
　取ることが出来る。この点他の伝達動詞（ascian，befrinan，biddan，bebeodanな
　どとは異なる。Lかし間接話法として牌t　Sを取る場合には，平叙文タイブを問
　接話法化するだけに隈られる。secganにつくwh　Sは一種の問接話法的表現では
　ある。しかL間接話法を話された内容を報告するという点から見るときわめて抽象
　的で，透明度の低いものである。Naccはさらに問接的で不透明た間接表現である
　と言える。cweδanがwhSを取らず，またNaccを通常とらないということぱ
　CWe∂anが非常に具体的，直接的に話された内容を伝える際に使われる動詞だとい
　うことである百
⑳　渡辺，r古英語の伝達動詞（2）」参照。
⑳A・McIntosh，・Wulfstan’s　Prose’p・109・（）の語は筆者が付す。
⑳　WulfstanのHomiIiesのうちXX（B，H），XX（C），XX（E1）は内容が同じ
　なのでXX（E1）で代表させる。
㈲　cweaan，secganが牌tSを取る場合，そのSの述語動詞が接統法をとるか直
　説法を敢るかについての調査はJ．H．Gorel1の“Indirect　Discourse　in　Anglo・
　SaxOn”でかなり詳細に行われている。
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